
著者/出版年 上原宏, 馬場瑞穂, 宇津呂武仁(2015) 

タイトル 発達心理学の観点から見た絵本レビュー中の子供の反応の分析 

出典 言語処理学会第 21 回年次大会発表論文集, pp.832-835 

要旨・感想 

まず冒頭の「絵本は特定分野の知識習得を目的とした一般の教育関連書籍にはない特徴を有す

る/絵本は子供に発達的な効果を及ぼす」点について大変共感しました。絵本は娯楽だから、と

絵本を読ませずに認知能力を高めるような学習をさせる大人を見ているともったいないなと感

じます。そんな中でこのように絵本の重要さを分析していただいて感謝の気持ちでいっぱいで

す。言語があまり発達していない 1 歳から 3 歳まで、言語以外の要素(絵や耳で聞く音声、母親

との関わり)が発達の大部分を占めることは頭ではわかっていたものの、このように実際にデー

タとして判断することはなかったので改めて発達について、理解から確信へと変わるきっかけ

になりました。また図 2 のデータでは「じーっと」「真似」「ごっこ」を比較してみると、「じー

っと」は 0〜1 歳がピーク、「真似」は 1 歳がピークであるのに対し、「ごっこ」についてはかな

り広範囲で表現されています。この比較から、子供は早い段階からストーリーを再現する力が

芽生えるということです。それはいずれは読解力や理解力、想像力を養うことにつながります。

これが絵本の持つ力ではないでしょうか。幼少期は特に上記の力が育ちやすい時期です。この

ピークを逃さずに非認知能力を高めることが大事であると思います。私たちの今後の活動の片

隅に持っておかなければいけない貴重な意見を持っている論文でした。 

 


